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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　厚さ方向の両側に対向して配置された一対の外板部と、
　該一対の外板部の間に充填された内側コンクリート部と、を有するカルバートの壁構造
であって、
　前記一対の外板部は、それぞれ前記厚さ方向に交差する長さ方向に配列されたプレキャ
ストコンクリートパネルを有し、
　前記一対の外板部のうちの一方の外板部の前記プレキャストコンクリートパネルと、該
プレキャストコンクリートパネルと厚さ方向に対向する他方の外板部の前記プレキャスト
コンクリートパネルとは、厚さ方向に間をあけて配置されるとともに連結部材で連結され
たプレキャストコンクリート部材であり、
　該プレキャストコンクリート部材には、対向する前記プレキャストコンクリートパネル
の間に前記内側コンクリート部が形成される内側コンクリート部形成空部が形成され、
　前記連結部材は、対向する前記プレキャストコンクリートパネルそれぞれに接合され、
対向する前記プレキャストコンクリートパネルそれぞれと交差する向きに配置された鋼板
であることを特徴とするカルバートの壁構造。
【請求項２】
　前記鋼板には、複数の孔部が形成されていることを特徴とする請求項１に記載のカルバ
ートの壁構造。
【請求項３】
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　前記連結部材は、前記プレキャストコンクリートパネルおよび前記内側コンクリート部
に作用するせん断力を負担するように構成されていることを特徴とする請求項１または２
に記載のカルバートの壁構造。
【請求項４】
　厚さ方向の両側に対向して配置された一対の外板部と、
　該一対の外板部の間に充填された内側コンクリート部と、を有するカルバートの壁構造
であって、
　前記一対の外板部は、それぞれ前記厚さ方向に交差する長さ方向に配列されたプレキャ
ストコンクリートパネルを有し、
　前記一対の外板部のうちの一方の外板部の前記プレキャストコンクリートパネルと、該
プレキャストコンクリートパネルと厚さ方向に対向する他方の外板部の前記プレキャスト
コンクリートパネルとは、厚さ方向に間をあけて配置されるとともに連結部材で連結され
たプレキャストコンクリート部材であり、
　該プレキャストコンクリート部材には、対向する前記プレキャストコンクリートパネル
の間に前記内側コンクリート部が形成される内側コンクリート部形成空部が形成され、
　長さ方向に隣り合う前記プレキャストコンクリートパネルの間に設けられた止水部を有
し、
　該止水部は、長さ方向に隣り合う前記プレキャストコンクリートパネルのそれぞれの対
向する端部に互いに連通するように形成された切欠き部の内部に形成され、
　該切欠き部の表面から内部に突出するように前記プレキャストコンクリートパネルに突
設されたボルトと、
　前記切欠き部の内部に配置された耐震止水板と、
　前記切欠き部の表面と前記耐震止水板との間に充填された無収縮モルタルと、を有し、
　前記切欠き部の表面には凹凸が形成されていることを特徴とするカルバートの壁構造。
【請求項５】
　厚さ方向の両側に対向して配置された一対の外板部と、
　該一対の外板部の間に充填された内側コンクリート部と、を有するカルバートの壁構造
であって、
　前記一対の外板部は、それぞれ前記厚さ方向に交差する長さ方向に配列されたプレキャ
ストコンクリートパネルを有し、
　前記一対の外板部のうちの一方の外板部の前記プレキャストコンクリートパネルと、該
プレキャストコンクリートパネルと厚さ方向に対向する他方の外板部の前記プレキャスト
コンクリートパネルとは、厚さ方向に間をあけて配置されるとともに連結部材で連結され
たプレキャストコンクリート部材であり、
　該プレキャストコンクリート部材には、対向する前記プレキャストコンクリートパネル
の間に前記内側コンクリート部が形成される内側コンクリート部形成空部が形成され、
　長さ方向に隣り合う前記プレキャストコンクリートパネルの間に設けられた止水部を有
し、
　該止水部は、長さ方向に隣り合う前記プレキャストコンクリートパネルのそれぞれの対
向する端部に互いに連通するように形成された切欠き部の内部に形成され、
　該切欠き部の表面から内部に突出するように前記プレキャストコンクリートパネルに突
設されたボルトと、
　前記切欠き部の内部に配置された耐震止水板と、
　前記切欠き部の表面と前記耐震止水板との間に充填された繊維コンクリートと、を有し
、
　前記切欠き部の表面には凹凸が形成されていることを特徴とするカルバートの壁構造。
【請求項６】
　前記プレキャストコンクリートパネルには、前記内側コンクリート部の鉄筋を支持可能
であるとともに前記プレキャストコンクリートパネルと前記内側コンクリート部とを一体
化させるずれ止め部材が設けられていることを特徴とする請求項１乃至５のいずれか一項
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に記載のカルバートの壁構造。
【請求項７】
　前記プレキャストコンクリートパネルには、前記内側コンクリート部の鉄筋が突設され
ていることを特徴とする請求項１乃至６のいずれか一項に記載のカルバートの壁構造。
【請求項８】
　厚さ方向の両側に対向して配置された一対の外板部と、
　該一対の外板部の間に充填された内側コンクリート部と、を有し、
　前記一対の外板部は、それぞれ前記厚さ方向に交差する長さ方向に配列されたプレキャ
ストコンクリートパネルを有し、
　前記一対の外板部のうちの一方の外板部の前記プレキャストコンクリートパネルと、該
プレキャストコンクリートパネルと厚さ方向に対向する他方の外板部の前記プレキャスト
コンクリートパネルとは、厚さ方向に間をあけて配置されるとともに連結部材で連結され
たプレキャストコンクリート部材であり、
　該プレキャストコンクリート部材には、対向する前記プレキャストコンクリートパネル
の間に前記内側コンクリート部が形成される内側コンクリート部形成空部が形成され、
　前記連結部材は、対向する前記プレキャストコンクリートパネルそれぞれに接合され、
対向する前記プレキャストコンクリートパネルそれぞれと交差する向きに配置された鋼板
であるカルバートの壁構築方法において、
　前記プレキャストコンクリート部材を製作するプレキャストコンクリート部材製作工程
と、
　前記プレキャストコンクリート部材を前記連結部材が連結する前記プレキャストコンク
リートパネルどうしが前記厚さ方向に対向する向きで前記長さ方向に配列するプレキャス
トコンクリート部材設置工程と、
　前記長さ方向に配列された前記プレキャストコンクリート部材それぞれの前記内側コン
クリート部形成空部に前記内側コンクリート部のコンクリートを一体に充填するコンクリ
ート充填工程と、を有することを特徴とするカルバートの壁構築方法。
【請求項９】
　厚さ方向の両側に対向して配置された一対の外板部と、
　該一対の外板部の間に充填された内側コンクリート部と、を有し、
　前記一対の外板部は、それぞれ前記厚さ方向に交差する長さ方向に配列されたプレキャ
ストコンクリートパネルを有し、
　前記一対の外板部のうちの一方の外板部の前記プレキャストコンクリートパネルと、該
プレキャストコンクリートパネルと厚さ方向に対向する他方の外板部の前記プレキャスト
コンクリートパネルとは、厚さ方向に間をあけて配置されるとともに連結部材で連結され
たプレキャストコンクリート部材であり、
　該プレキャストコンクリート部材には、対向する前記プレキャストコンクリートパネル
の間に前記内側コンクリート部が形成される内側コンクリート部形成空部が形成され、
　　長さ方向に隣り合う前記プレキャストコンクリートパネルの間に設けられた止水部を
有し、
　該止水部は、長さ方向に隣り合う前記プレキャストコンクリートパネルのそれぞれの対
向する端部に互いに連通するように形成された切欠き部の内部に形成され、
　該切欠き部の表面から内部に突出するように前記プレキャストコンクリートパネルに突
設されたボルトと、
　前記切欠き部の内部に配置された耐震止水板と、
　前記切欠き部の表面と前記耐震止水板との間に充填された無収縮モルタルと、を有し、
　前記切欠き部の表面には凹凸が形成されているカルバートの壁構築方法において、
　前記プレキャストコンクリート部材を製作するプレキャストコンクリート部材製作工程
と、
　前記プレキャストコンクリート部材を前記連結部材が連結する前記プレキャストコンク
リートパネルどうしが前記厚さ方向に対向する向きで前記長さ方向に配列するプレキャス
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トコンクリート部材設置工程と、
　前記長さ方向に配列された前記プレキャストコンクリート部材それぞれの前記内側コン
クリート部形成空部に前記内側コンクリート部のコンクリートを一体に充填するコンクリ
ート充填工程と、を有することを特徴とするカルバートの壁構築方法。
【請求項１０】
　厚さ方向の両側に対向して配置された一対の外板部と、
　該一対の外板部の間に充填された内側コンクリート部と、を有し、
　前記一対の外板部は、それぞれ前記厚さ方向に交差する長さ方向に配列されたプレキャ
ストコンクリートパネルを有し、
　前記一対の外板部のうちの一方の外板部の前記プレキャストコンクリートパネルと、該
プレキャストコンクリートパネルと厚さ方向に対向する他方の外板部の前記プレキャスト
コンクリートパネルとは、厚さ方向に間をあけて配置されるとともに連結部材で連結され
たプレキャストコンクリート部材であり、
　該プレキャストコンクリート部材には、対向する前記プレキャストコンクリートパネル
の間に前記内側コンクリート部が形成される内側コンクリート部形成空部が形成され、
　長さ方向に隣り合う前記プレキャストコンクリートパネルの間に設けられた止水部を有
し、
　該止水部は、長さ方向に隣り合う前記プレキャストコンクリートパネルのそれぞれの対
向する端部に互いに連通するように形成された切欠き部の内部に形成され、
　該切欠き部の表面から内部に突出するように前記プレキャストコンクリートパネルに突
設されたボルトと、
　前記切欠き部の内部に配置された耐震止水板と、
　前記切欠き部の表面と前記耐震止水板との間に充填された繊維コンクリートと、を有し
、
　前記切欠き部の表面には凹凸が形成されているカルバートの壁構築方法において、
　前記プレキャストコンクリート部材を製作するプレキャストコンクリート部材製作工程
と、
　前記プレキャストコンクリート部材を前記連結部材が連結する前記プレキャストコンク
リートパネルどうしが前記厚さ方向に対向する向きで前記長さ方向に配列するプレキャス
トコンクリート部材設置工程と、
　前記長さ方向に配列された前記プレキャストコンクリート部材それぞれの前記内側コン
クリート部形成空部に前記内側コンクリート部のコンクリートを一体に充填するコンクリ
ート充填工程と、を有することを特徴とするカルバートの壁構築方法。
【請求項１１】
　プレキャストコンクリート部材製作工程では、前記プレキャストコンクリートパネルに
前記内側コンクリート部の鉄筋を接合することを特徴とする請求項８乃至１０のいずれか
一項に記載のカルバートの壁構築方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カルバートの壁構造およびカルバートの壁構築方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、トンネルの標準工法として、現場にて鉄筋・型枠を組み立てて、型枠内にコンク
リートを打設してボックスカルバートなどのカルバートを構築する方法が知られている。
このような方法は、実績が多く信頼性が高い。しかしながら、鉄筋・型枠の組み立てや、
頂版底枠用の支保工の組立などに、手間および工期がかかる。
　そこで、現場での作業を削減するために、カルバートを構成する部材をプレキャスト化
する方法が知られている（例えば、特許文献１参照）。
【先行技術文献】
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【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平４－２９３８３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　カルバートで構築する構造物が大規模な場合、底版、頂版、側壁などの各部材が大型と
なるため、各部材をプレキャスト化しようとすると、製作や運搬などの観点から部材１つ
あたりの重量が制限されてしまい、所望の大きさの部材を製作することが困難である。こ
のため、カルバートを構成する部材をプレキャスト化しても、現場における組立にかかる
労力や工期の削減効果が小さいという問題がある。
【０００５】
　そこで、本発明は、カルバートを構築する際の労力や工期を削減することができるカル
バートの壁構造およびカルバートの壁構築方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明に係るカルバートの壁構造は、厚さ方向の両側に対向
して配置された一対の外板部と、該一対の外板部の間に充填された内側コンクリート部と
、を有するカルバートの壁構造であって、前記一対の外板部は、それぞれ前記厚さ方向に
交差する長さ方向に配列されたプレキャストコンクリートパネルを有し、前記一対の外板
部のうちの一方の外板部の前記プレキャストコンクリートパネルと、該プレキャストコン
クリートパネルと厚さ方向に対向する他方の外板部の前記プレキャストコンクリートパネ
ルとは、厚さ方向に間をあけて配置されるとともに連結部材で連結されたプレキャストコ
ンクリート部材であり、該プレキャストコンクリート部材には、対向する前記プレキャス
トコンクリートパネルの間に前記内側コンクリート部が形成される内側コンクリート部形
成空部が形成され、前記連結部材は、対向する前記プレキャストコンクリートパネルそれ
ぞれに接合され、対向する前記プレキャストコンクリートパネルそれぞれと交差する向き
に配置された鋼板であることを特徴とする。
【０００７】
　また、本発明に係るカルバートの壁構築方法は、厚さ方向の両側に対向して配置された
一対の外板部と、該一対の外板部の間に充填された内側コンクリート部と、を有し、前記
一対の外板部は、それぞれ前記厚さ方向に交差する長さ方向に配列されたプレキャストコ
ンクリートパネルを有し、前記一対の外板部のうちの一方の外板部の前記プレキャストコ
ンクリートパネルと、該プレキャストコンクリートパネルと厚さ方向に対向する他方の外
板部の前記プレキャストコンクリートパネルとは、厚さ方向に間をあけて配置されるとと
もに連結部材で連結されたプレキャストコンクリート部材であり、該プレキャストコンク
リート部材には、対向する前記プレキャストコンクリートパネルの間に前記内側コンクリ
ート部が形成される内側コンクリート部形成空部が形成され、前記連結部材は、対向する
前記プレキャストコンクリートパネルそれぞれに接合され、対向する前記プレキャストコ
ンクリートパネルそれぞれと交差する向きに配置された鋼板であるカルバートの壁構築方
法において、前記プレキャストコンクリート部材を製作するプレキャストコンクリート部
材製作工程と、前記プレキャストコンクリート部材を前記連結部材が連結する前記プレキ
ャストコンクリートパネルどうしが前記厚さ方向に対向する向きで前記長さ方向に配列す
るプレキャストコンクリート部材設置工程と、前記長さ方向に配列された前記プレキャス
トコンクリート部材それぞれの前記内側コンクリート部形成空部に前記内側コンクリート
部のコンクリートを一体に充填するコンクリート充填工程と、を有することを特徴とする
。
【０００８】
　本発明では、プレキャストコンクリート部材には、対向するプレキャストコンクリート
パネルの間には、内側コンクリート部形成空部が形成されている。このため、本発明では
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、カルバートの側壁を内部に空部が形成されていない中実のプレキャストコンクリート部
材を配列して構築する場合と比べて、プレキャストコンクリート部材の重量を軽くするこ
とができる。これにより、本発明では、プレキャストコンクリート部材を、同じ重量の中
実のプレキャストコンクリート部材と比べて大型とすることができる。
　その結果、プレキャストコンクリート部材の数量を少なくすることができ、カルバート
を構築する際の労力や工期を削減することができる。
【０００９】
　また、本発明に係るカルバートの壁構造では、前記連結部材は、対向する前記プレキャ
ストコンクリートパネルそれぞれに接合され、対向する前記プレキャストコンクリートパ
ネルそれぞれと交差する向きに配置された鋼板である。
　このような構成とすることにより、鋼板がプレキャストコンクリート部材に作用するせ
ん断力を負担することができる。
【００１０】
　また、本発明に係るカルバートの壁構造では、前記鋼板には、複数の孔部が形成されて
いることが好ましい。
　このような構成とすることにより、鋼板に形成された孔部を介して、内側コンクリート
部形成空部に充填された内側コンクリート部の硬化する前のコンクリートが鋼板の一方側
と他方側とに流動できるため、内側コンクリート部形成空部に内側コンクリート部のコン
クリートを確実に充填することができる。
【００１１】
　また、本発明に係るカルバートの壁構造では、前記連結部材は、前記プレキャストコン
クリートパネルおよび前記内側コンクリート部に作用するせん断力を負担するように構成
されていてもよい。
　このような構成とすることにより、壁構造の耐力を高めることができる。
【００１２】
　また、本発明に係るカルバートの壁構造では、前記プレキャストコンクリートパネルに
は、前記内側コンクリート部の鉄筋を支持可能であるとともに前記プレキャストコンクリ
ートパネルと前記内側コンクリート部とを一体化させるずれ止め部材が設けられているこ
とを特徴とすることが好ましい。
　このような構成とすることにより、プレキャストコンクリートパネルと内側コンクリー
ト部とを一体化させるずれ止め部材を利用して内側コンクリート部の配筋を容易に行うこ
とができる。
【００１３】
　また、本発明に係るカルバートの壁構造では、前記プレキャストコンクリートパネルに
は、前記内側コンクリート部の鉄筋が突設されていてもよい。
　このような構成とすることにより、内側コンクリート部の配筋を容易に行うことができ
る。
【００１４】
　また、本発明に係るカルバートの壁構造は、厚さ方向の両側に対向して配置された一対
の外板部と、該一対の外板部の間に充填された内側コンクリート部と、を有するカルバー
トの壁構造であって、前記一対の外板部は、それぞれ前記厚さ方向に交差する長さ方向に
配列されたプレキャストコンクリートパネルを有し、前記一対の外板部のうちの一方の外
板部の前記プレキャストコンクリートパネルと、該プレキャストコンクリートパネルと厚
さ方向に対向する他方の外板部の前記プレキャストコンクリートパネルとは、厚さ方向に
間をあけて配置されるとともに連結部材で連結されたプレキャストコンクリート部材であ
り、該プレキャストコンクリート部材には、対向する前記プレキャストコンクリートパネ
ルの間に前記内側コンクリート部が形成される内側コンクリート部形成空部が形成され、
長さ方向に隣り合う前記プレキャストコンクリートパネルの間に設けられた止水部を有し
、該止水部は、長さ方向に隣り合う前記プレキャストコンクリートパネルのそれぞれの対
向する端部に互いに連通するように形成された切欠き部の内部に形成され、該切欠き部の
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表面から内部に突出するように前記プレキャストコンクリートパネルに突設されたボルト
と、前記切欠き部の内部に配置された耐震止水板と、前記切欠き部の表面と前記耐震止水
板との間に充填された無収縮モルタルと、を有し、前記切欠き部の表面には凹凸が形成さ
れていることを特徴とする。
　また、本発明に係るカルバートの壁構築方法は、厚さ方向の両側に対向して配置された
一対の外板部と、該一対の外板部の間に充填された内側コンクリート部と、を有し、前記
一対の外板部は、それぞれ前記厚さ方向に交差する長さ方向に配列されたプレキャストコ
ンクリートパネルを有し、前記一対の外板部のうちの一方の外板部の前記プレキャストコ
ンクリートパネルと、該プレキャストコンクリートパネルと厚さ方向に対向する他方の外
板部の前記プレキャストコンクリートパネルとは、厚さ方向に間をあけて配置されるとと
もに連結部材で連結されたプレキャストコンクリート部材であり、該プレキャストコンク
リート部材には、対向する前記プレキャストコンクリートパネルの間に前記内側コンクリ
ート部が形成される内側コンクリート部形成空部が形成され、長さ方向に隣り合う前記プ
レキャストコンクリートパネルの間に設けられた止水部を有し、該止水部は、長さ方向に
隣り合う前記プレキャストコンクリートパネルのそれぞれの対向する端部に互いに連通す
るように形成された切欠き部の内部に形成され、該切欠き部の表面から内部に突出するよ
うに前記プレキャストコンクリートパネルに突設されたボルトと、前記切欠き部の内部に
配置された耐震止水板と、前記切欠き部の表面と前記耐震止水板との間に充填された無収
縮モルタルと、を有し、前記切欠き部の表面には凹凸が形成されているカルバートの壁構
築方法において、前記プレキャストコンクリート部材を製作するプレキャストコンクリー
ト部材製作工程と、前記プレキャストコンクリート部材を前記連結部材が連結する前記プ
レキャストコンクリートパネルどうしが前記厚さ方向に対向する向きで前記長さ方向に配
列するプレキャストコンクリート部材設置工程と、前記長さ方向に配列された前記プレキ
ャストコンクリート部材それぞれの前記内側コンクリート部形成空部に前記内側コンクリ
ート部のコンクリートを一体に充填するコンクリート充填工程と、を有することを特徴と
する。
　本発明では、プレキャストコンクリート部材には、対向するプレキャストコンクリート
パネルの間には、内側コンクリート部形成空部が形成されている。このため、本発明では
、カルバートの側壁を内部に空部が形成されていない中実のプレキャストコンクリート部
材を配列して構築する場合と比べて、プレキャストコンクリート部材の重量を軽くするこ
とができる。これにより、本発明では、プレキャストコンクリート部材を、同じ重量の中
実のプレキャストコンクリート部材と比べて大型とすることができる。
　その結果、プレキャストコンクリート部材の数量を少なくすることができ、カルバート
を構築する際の労力や工期を削減することができる。
　また、切欠き部の表面の凹凸と、切欠き部の表面から突出するボルトに無収縮モルタル
が定着するため、地震時に無収縮モルタルが切欠き部から剥離することを防止でき、止水
性を高めることができる。
【００１５】
　また、本発明に係るカルバートの壁構造は、厚さ方向の両側に対向して配置された一対
の外板部と、該一対の外板部の間に充填された内側コンクリート部と、を有するカルバー
トの壁構造であって、前記一対の外板部は、それぞれ前記厚さ方向に交差する長さ方向に
配列されたプレキャストコンクリートパネルを有し、前記一対の外板部のうちの一方の外
板部の前記プレキャストコンクリートパネルと、該プレキャストコンクリートパネルと厚
さ方向に対向する他方の外板部の前記プレキャストコンクリートパネルとは、厚さ方向に
間をあけて配置されるとともに連結部材で連結されたプレキャストコンクリート部材であ
り、該プレキャストコンクリート部材には、対向する前記プレキャストコンクリートパネ
ルの間に前記内側コンクリート部が形成される内側コンクリート部形成空部が形成され、
長さ方向に隣り合う前記プレキャストコンクリートパネルの間に設けられた止水部を有し
、該止水部は、長さ方向に隣り合う前記プレキャストコンクリートパネルのそれぞれの対
向する端部に互いに連通するように形成された切欠き部の内部に形成され、該切欠き部の
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表面から内部に突出するように前記プレキャストコンクリートパネルに突設されたボルト
と、前記切欠き部の内部に配置された耐震止水板と、前記切欠き部の表面と前記耐震止水
板との間に充填された繊維コンクリートと、を有し、前記切欠き部の表面には凹凸が形成
されていることを特徴とする。
　また、本発明に係るカルバートの壁構築方法は、厚さ方向の両側に対向して配置された
一対の外板部と、該一対の外板部の間に充填された内側コンクリート部と、を有し、前記
一対の外板部は、それぞれ前記厚さ方向に交差する長さ方向に配列されたプレキャストコ
ンクリートパネルを有し、前記一対の外板部のうちの一方の外板部の前記プレキャストコ
ンクリートパネルと、該プレキャストコンクリートパネルと厚さ方向に対向する他方の外
板部の前記プレキャストコンクリートパネルとは、厚さ方向に間をあけて配置されるとと
もに連結部材で連結されたプレキャストコンクリート部材であり、該プレキャストコンク
リート部材には、対向する前記プレキャストコンクリートパネルの間に前記内側コンクリ
ート部が形成される内側コンクリート部形成空部が形成され、長さ方向に隣り合う前記プ
レキャストコンクリートパネルの間に設けられた止水部を有し、該止水部は、長さ方向に
隣り合う前記プレキャストコンクリートパネルのそれぞれの対向する端部に互いに連通す
るように形成された切欠き部の内部に形成され、該切欠き部の表面から内部に突出するよ
うに前記プレキャストコンクリートパネルに突設されたボルトと、前記切欠き部の内部に
配置された耐震止水板と、前記切欠き部の表面と前記耐震止水板との間に充填された繊維
コンクリートと、を有し、前記切欠き部の表面には凹凸が形成されているカルバートの壁
構築方法において、前記プレキャストコンクリート部材を製作するプレキャストコンクリ
ート部材製作工程と、前記プレキャストコンクリート部材を前記連結部材が連結する前記
プレキャストコンクリートパネルどうしが前記厚さ方向に対向する向きで前記長さ方向に
配列するプレキャストコンクリート部材設置工程と、前記長さ方向に配列された前記プレ
キャストコンクリート部材それぞれの前記内側コンクリート部形成空部に前記内側コンク
リート部のコンクリートを一体に充填するコンクリート充填工程と、を有することを特徴
とする。
　本発明では、プレキャストコンクリート部材には、対向するプレキャストコンクリート
パネルの間には、内側コンクリート部形成空部が形成されている。このため、本発明では
、カルバートの側壁を内部に空部が形成されていない中実のプレキャストコンクリート部
材を配列して構築する場合と比べて、プレキャストコンクリート部材の重量を軽くするこ
とができる。これにより、本発明では、プレキャストコンクリート部材を、同じ重量の中
実のプレキャストコンクリート部材と比べて大型とすることができる。
　その結果、プレキャストコンクリート部材の数量を少なくすることができ、カルバート
を構築する際の労力や工期を削減することができる。
　また、切欠き部の表面の凹凸と、切欠き部の表面から突出するボルトに繊維コンクリー
トが定着するため、地震時に繊維コンクリートが切欠き部から剥離することを防止でき、
止水性を高めることができる。
【００１６】
　また、本発明に係るカルバートの壁構築方法では、プレキャストコンクリート部材製作
工程では、前記プレキャストコンクリートパネルに前記内側コンクリート部の鉄筋を接合
してもよい。
　このような構成とすることにより、内側コンクリート部の配筋を容易に行うことができ
る。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明によれば、カルバートを構築する際の労力や工期を削減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第１実施形態によるボックスカルバートの一例を示す図で図２のＡ－Ａ
線断面図である。
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【図２】本発明の第１実施形態によるボックスカルバートの一例を示す側面図である。
【図３】図１のＢ－Ｂ線断面図である。
【図４】本発明の第１実施形態による第１プレキャストコンクリートパネルを内部コンク
リート部側から見た図である。
【図５】本発明の第１実施形態による第１プレキャストコンクリートパネルを長さ方向か
ら見た図である。
【図６】本発明の第１実施形態による第２プレキャストコンクリートパネルを長さ方向か
ら見た図である。
【図７】本発明の第１実施形態による第１プレキャストコンクリートパネルを上方から見
た図である。
【図８】本発明の第１実施形態による第１プレキャストコンクリートパネルを下方から見
た図である。
【図９】本発明の第１実施形態による第１プレキャストコンクリートパネルと底版との接
合部分を説明する図である。
【図１０】高さ調整部材を説明する図である。
【図１１】図３のＣ－Ｃ線断面図である。
【図１２】止水部８を説明する図である。
【図１３】本発明の第２実施形態によるカルバートの壁構造を説明する図である。
【図１４】本発明の第２実施形態による第１プレキャストコンクリートパネルを内部コン
クリート部側から見た図である。
【図１５】本発明の第２実施形態による第１プレキャストコンクリートパネルを長さ方向
から見た図である。
【図１６】本発明の第２実施形態による第２プレキャストコンクリートパネルを長さ方向
から見た図である。
【図１７】連結部材を説明する図で連結部材を上方から見た図である。
【図１８】図１３のＤ－Ｄ線断面図である。
【図１９】本発明の実施形態によるカルバートの壁構造の変形例を説明する図である。
【図２０】図１９のＥ部分を説明する図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
（第１実施形態）
　以下、本発明の実施形態によるカルバートの壁構造およびカルバートの壁構築方法につ
いて、図１乃至図１１に基づいて説明する。
　図１および図２に示すように、本実施形態によるボックスカルバート（カルバート）１
は、底版１１と、底版１１から立設する一対の側壁１２Ａ，１２Ａと、一対の側壁１２Ａ
，１２Ａの上部に連結された頂版１３と、を有している。本実施形態では、傾斜面１４（
図２参照）に沿ってボックスカルバート１が形成されている。
　なお、本実施形態では、ボックスカルバート１の側壁１２Ａの構造が本発明のカルバー
トの壁構造に相当し、ボックスカルバート１の側壁１２Ａの構築方法が本発明のカルバー
トの壁構築方法に相当している。
　底版１１は、鉄筋コンクリート構造で、現場にて公知の工法で構築されている。底版１
１には、底版１１の上面から突出し、側壁１２Ａと接合される側壁接合鉄筋１１１，１１
１…（図９参照）が設けられている。
【００２０】
　側壁１２Ａは、側壁１２Ａの厚さ方向の両側に配置された鉄筋コンクリート構造の一対
の外板部２，２と、一対の外板部２，２の間に充填された鉄筋コンクリート構造の内側コ
ンクリート部３Ａと、を有している。側壁１２Ａの板面に直交する方向を厚さ方向（図１
参照）とし、側壁１２Ａが延びる方向を長さ方向（図２参照）とする。
【００２１】
　図３に示すように、一対の外板部２，２のうちの一方を第１外板部２１、他方を第２外
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板部２２とすると、第１外板部２１は、長さ方向に配列された複数の第１プレキャストコ
ンクリートパネル２３，２３…で構成され、第２外板部２２は、長さ方向に配列された複
数の第２プレキャストコンクリートパネル２４，２４…で構成されている。第１プレキャ
ストコンクリートパネル２３，２３…と、第２プレキャストコンクリートパネル２４，２
４…とは、厚さ方向に離間していて、第１プレキャストコンクリートパネル２３，２３…
と、第２プレキャストコンクリートパネル２４，２４…との間に内側コンクリート部３Ａ
が形成されている。なお、図３では、内側コンクリート部３Ａのコンクリート部分および
縦筋の表示を省略している。
【００２２】
　複数の第１プレキャストコンクリートパネル２３，２３…は、それぞれ厚さ方向に対向
する第２プレキャストコンクリートパネル２４，２４…と連結部材４Ａで連結されている
。厚さ方向に対向する第１プレキャストコンクリートパネル２３および第２プレキャスト
コンクリートパネル２４と、これらを連結する連結部材４Ａとは、プレキャストコンクリ
ート部材５Ａを構成している。
【００２３】
　プレキャストコンクリート部材５Ａは、工場などで製作され、側壁１２Ａを構築する際
に長さ方向に配列されて、配列されたプレキャストコンクリート部材５Ａ，５Ａ…それぞ
れの第１プレキャストコンクリートパネル２３と第２プレキャストコンクリートパネル２
４との間の空間に内側コンクリート部３Ａが形成されるように構成されている。
　プレキャストコンクリート部材５Ａの第１プレキャストコンクリートパネル２３と、第
２プレキャストコンクリートパネル２４との間の空部を内側コンクリート部形成空部５１
とする。
　本実施形態では、５つの長さ方向に配列されたプレキャストコンクリート部材５Ａ，５
Ａ…が１つのユニット５２となり、このユニット５２が長さ方向に配列されている。
【００２４】
　第１プレキャストコンクリートパネル２３および第２プレキャストコンクリートパネル
２４は、それぞれ内部に鉄筋（縦筋２５ａおよび横筋２５ｂ）が配置され所定の強度およ
び寸法となるように製作されている。
【００２５】
　第１プレキャストコンクリートパネル２３および第２プレキャストコンクリートパネル
２４には、内側コンクリート部３Ａの横筋３１（図３参照）を支持可能であるとともに、
第１プレキャストコンクリートパネル２３および第２プレキャストコンクリートパネル２
３それぞれと内側コンクリート部３Ａとを一体化させるずれ止め部材６，６…がそれぞれ
接合されている。
　図３乃至図７に示すように、ずれ止め部材６は、板面が長さ方向を向き、第１プレキャ
ストコンクリートパネル２３の高さ方向の略全体にわたって延在する長尺の鋼板で、第１
プレキャストコンクリートパネル２３の内側の面（内側コンクリート部３Ａが形成される
側）から突出している。本実施形態では、ずれ止め部材６は、１つの第１プレキャストコ
ンクリートパネル２３に対して長さ方向に間隔をあけて５個ずつ設けられている。
　ずれ止め部材６には、内側コンクリート部３Ａの横筋３１が挿通される鉄筋挿通用孔部
６１，６１…（図５および図６参照）が複数形成されている。鉄筋挿通用孔部６１，６１
…は、内側コンクリート部３Ａの横筋３１の高さ方向のピッチと略同じ間隔でずれ止め部
材６に形成されている。
【００２６】
　なお、第２プレキャストコンクリートパネル２４に対しても第１プレキャストコンクリ
ートパネル２３と同様にずれ止め部材６が設けられている。以下の第１プレキャストコン
クリートパネル２３の構成についても、第２プレキャストコンクリートパネル２４は有し
ているものとする。
　第１プレキャストコンクリートパネル２３は、縦筋２５ａの上部側がコンクリート部分
２８の上面よりも上方に突出している。この縦筋２５ａの上部側は、頂版１３のコンクリ
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ート部分１３１（図１および図２参照）に埋設される。
【００２７】
　図８および図９に示すように、第１プレキャストコンクリートパネル２３の下部側には
、底版１１の側壁接合鉄筋１１１，１１１…（図９参照）がそれぞれ下側から挿入される
複数の鉄筋挿入凹部２６，２６…が互いに長さ方向に間隔をあけて形成されている。鉄筋
挿入凹部２６，２６…それぞれの上部側には、第１プレキャストコンクリートパネル２３
の縦筋２５ａの下部側が配置されている。縦筋２５ａの下部側の側面と鉄筋挿入凹部２６
との間には隙間が形成されている。
　底版１１の側壁接合鉄筋１１１，１１１…は、それぞれ鉄筋挿入凹部２６，２６…に挿
入されると第１プレキャストコンクリートパネル２３の縦筋２５ａと同軸に配置される。
鉄筋挿入凹部２６に挿通された側壁接合鉄筋１１１の側面と鉄筋挿入凹部２６との間には
隙間が形成されている。
【００２８】
　鉄筋挿入凹部２６は、側壁接合鉄筋１１１が挿入された状態で、内部にモルタルなどの
グラウト材が充填されるように構成されている。このとき、第１プレキャストコンクリー
トパネル２３の縦筋２５ａの下部側の側面と鉄筋挿入凹部２６との隙間、および鉄筋挿入
凹部２６に挿通された側壁接合鉄筋１１１の側面と鉄筋挿入凹部２６との隙間にグラウト
材が充填される。鉄筋挿入凹部２６に充填されたグラウト材が硬化することで、側壁接合
鉄筋１１１と第１プレキャストコンクリートパネル２３の縦筋２５ａとが接合され、底版
１１と側壁１２Ａとが接合される。
【００２９】
　図１０に示すように、第１プレキャストコンクリートパネル２３の下端部には、底版１
１に対するプレキャストコンクリート部材５Ａの高さ調整を行う高さ調整インサート７が
設けられている。高さ調整インサート７に底版１１に設けられた高さ調整ネジ７１を螺合
させる量を調整することで、底版１１に対するプレキャストコンクリート部材５Ａの高さ
調整が可能となっている。
【００３０】
　図３および図１１に示すように、連結部材４Ａは、第１プレキャストコンクリートパネ
ル２３および第２プレキャストコンクリートパネル２４の高さ方向の略全体に延在する長
尺の鋼板で、その板面が長さ方向を向くように配置されている。
　連結部材４Ａは、第１プレキャストコンクリートパネル２３側の端部が第１プレキャス
トコンクリートパネル２３に接合されたずれ止め部材６の先端部近傍に溶接やボルトなど
で接合され、第２プレキャストコンクリートパネル２４側の端部が第２プレキャストコン
クリートパネル２４から突出するずれ止め部材６の先端部近傍に溶接やボルトなどで接合
されている。このように、連結部材４Ａは、ずれ止め部材６，６を介して第１プレキャス
トコンクリートパネル２３と第２プレキャストコンクリートパネル２４とを連結している
。
　なお、連結部材４Ａは、ずれ止め部材６の鉄筋挿通用孔部６１，６１…を塞がないよう
にずれ止め部材６に接合されている。
【００３１】
　本実施形態では、連結部材４Ａは、対向する１つの第１プレキャストコンクリートパネ
ル２３および１つの第２プレキャストコンクリートパネル２４に対して長さ方向に間隔を
あけて２個ずつ設けられている。このため、すべてのずれ止め部材６，６…に対して連結
部材４Ａが接合されているのではなく、連結部材４Ａが接合されるずれ止め部材６と連結
部材４Ａが接合されないずれ止め部材６とが設けられている。
　連結部材４Ａには、内側コンクリート部３Ａのコンクリート材料が硬化していない状態
において流通可能なコンクリート材料流通用孔部（孔部）４１，４１…が高さ方向に間隔
をあけて複数設けられている。
【００３２】
　図３および図１２に示すように、本実施形態では、長さ方向に隣り合うユニット５２，



(12) JP 6849871 B2 2021.3.31

10

20

30

40

50

５２の境界部分において長さ方向に隣り合う第１プレキャストコンクリートパネル２３，
２３の間に止水部８が形成されている。
　長さ方向に隣り合う第１プレキャストコンクリートパネル２３，２３には、互いに長さ
方向に対向する端面に、互いに対向する側と第２プレキャストコンクリートパネル２４と
対向しない側に開口する切欠き部２３１，２３１がそれぞれ形成されている。長さ方向に
隣り合う第１プレキャストコンクリートパネル２３，２３それぞれの切欠き部２３１，２
３１は内部が連通していて２つの切欠き部２３１，２３１を合せることで止水用凹部８１
が形成されている。
　止水用凹部８１は、表面が粗面であるとともに表面に形成された凸部８１ａによって凹
凸形状に形成され、表面から第１プレキャストコンクリートパネル２３，２３に設けられ
たジベルボルト８２の頭部側が突出している。
　止水用凹部８１の内部には、例えばゴムなどで形成され可撓性を有する耐震止水板８３
が配置されるとともに、耐震止水板８３と止水用凹部８１の表面との間に無収縮モルタル
８４が充填されている。
　止水用凹部８１に設けられた耐震止水板８３、無収縮モルタル８４、およびジベルボル
ト８２によって止水部８が形成されている。
【００３３】
　図３に示すように、内側コンクリート部３Ａは、鉄筋コンクリート構造で、所定の数量
の縦筋（不図示）および横筋３１がコンクリート部分に埋設されている。内側コンクリー
ト部３Ａの縦筋（不図示）は、上部側がコンクリート部分の上面よりも上方に突出してい
る。内側コンクリート部３Ａの縦筋の上部側は、頂版１３のコンクリート部分１３１（図
１参照）に埋設されるように構成されている。
　内側コンクリート部３は、配列された複数のプレキャストコンクリート部材５Ａ，５Ａ
…それぞれの内側コンクリート部形成空部５１，５１…の内部全体に一体に形成されてい
る。
　本実施形態では、内側コンクリート部３Ａには、隣り合うユニット５２のプレキャスト
コンクリート部材５Ａ，５Ａにわたるように、長さ方向に延びるアンボンド鋼棒３３，３
３…が高さ方向に間隔をあけて複数設けられている。なお、アンボンド鋼棒３３，３３が
配置される領域では、連結部材４Ａにアンボンド鋼棒３３，３３が挿通される孔部が形成
されている。また、本実施形態では、横筋３１は、アンボンド鋼棒３３，３３と厚さ方向
に重なる位置において分割されておらず、連続するように配置されている。なお、横筋３
１は、アンボンド鋼棒３３，３３と厚さ方向に重なる位置において分割されていてもよい
。
【００３４】
　頂版１３は、鉄筋コンクリート構造で、現場にて公知の工法で構築されている。本実施
形態では、頂版１３の下枠には、埋め込み型枠１３２（図１参照）が使用されている。頂
版１３には、側壁１２Ａの第１プレキャストコンクリートパネル２３、第２プレキャスト
コンクリートパネル２４および内側コンクリート部３Ａそれぞれの縦筋２５ａの上部側が
埋設されている。
【００３５】
　次に、ボックスカルバート１の側壁１２Ａの構築方法について説明する。
　まず、プレキャストコンクリート部材５Ａを製作する（プレキャストコンクリート部材
製作工程）。
　第１プレキャストコンクリートパネル２３および第２プレキャストコンクリートパネル
２４を製作する。この段階で、第１プレキャストコンクリートパネル２３および第２プレ
キャストコンクリートパネル２４それぞれにずれ止め部材６，６…を設ける。
　第１プレキャストコンクリートパネル２３および第２プレキャストコンクリートパネル
２４を厚さ方向に間隔をあけて対向配置させ、ずれ止め部材６，６に連結部材４Ａを溶接
またはボルトで締め付けて、連結部材４Ａで第１プレキャストコンクリートパネル２３と
、第２プレキャストコンクリートパネル２４とを連結する。これにより、プレキャストコ
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ンクリート部材５Ａが製作される。
　なお、本実施形態では、プレキャストコンクリート部材製作工程は、工場などで行い、
製作されたプレキャストコンクリート部材５Ａを現場に搬入している。
【００３６】
　続いて、プレキャストコンクリート部材５Ａを底版１１の上に設置する（プレキャスト
コンクリート部材設置工程）。なお、底版１１は、プレキャストコンクリート部材設置工
程の前に現場にて公知の方法で構築されているものとする。
　プレキャストコンクリート部材５Ａを底版１１の上に長さ方向に配列する。このとき、
第１プレキャストコンクリートパネル２３および第２プレキャストコンクリートパネル２
４の鉄筋挿入凹部２６，２６…に底版１１の側壁接合鉄筋１１１，１１１…を挿入する。
　また、底版１１に対するプレキャストコンクリート部材５Ａの高さ調整を行う。第１プ
レキャストコンクリートパネル２３および第２プレキャストコンクリートパネル２４の下
端部に設けられた高さ調整インサート７に、底版１１に設けられた高さ調整ネジ７１を螺
合させる量を調整して、底版１１に対するプレキャストコンクリート部材５Ａの高さを調
整する。
【００３７】
　隣り合う第１プレキャストコンクリートパネル２３，２３の隙間、隣り合う第２プレキ
ャストコンクリートパネル２４，２４の隙間、第１プレキャストコンクリートパネル２３
と底版１１との隙間、第２プレキャストコンクリートパネル２４と底版１１との隙間に、
モルタルなどを充填してコーキングを行う。
【００３８】
　また、長さ方向に隣り合うユニット５２，５２の境界部分において長さ方向に隣り合う
第１プレキャストコンクリートパネル２３，２３の間に止水部８を形成する。
　長さ方向に隣り合う第１プレキャストコンクリートパネル２３，２３の切欠き部２３１
，２３１の形成と、切欠き部２３１，２３１へのジベルボルト８２，８２…の設置は、予
め工場などで第１プレキャストコンクリートパネル２３，２３を製作する際に行う。
　長さ方向に隣り合う第１プレキャストコンクリートパネル２３，２３の切欠き部２３１
，２３１を合せて形成された止水用凹部８１に耐震止水板８３が配置し、耐震止水板８３
と止水用凹部８１の表面との間に無収縮モルタル８４を充填する。無収縮モルタル８４が
硬化することで止水部８が形成される。
【００３９】
　続いて、内側コンクリート部３Ａの鉄筋（縦筋および横筋３１）を配置する配筋工程を
行う。
　プレキャストコンクリート部材５Ａのずれ止め部材６の鉄筋挿通用孔部６１，６１…に
内側コンクリート部３Ａの横筋３１，３１…を挿通する。内側コンクリート部形成空部５
１に内側コンクリート部３Ａの縦筋および横筋３１を配置する。
　隣り合うユニット５２，５２のプレキャストコンクリート部材５Ａ，５Ａに渡るように
アンボンド鋼棒３３，３３…を設置する。
【００４０】
　続いて、内側コンクリート部３Ａのコンクリート材料を充填するコンクリート充填工程
を行う。
　配列されたプレキャストコンクリート部材５Ａそれぞれの内側コンクリート部形成空部
５１にコンクリート材料を一体に充填する。本実施形態では、プレキャストコンクリート
部材５Ａが内側コンクリート部３Ａの型枠を兼ねている。
　内側コンクリート部形成空部５１に充填されたコンクリート材料は、連結部材４Ａに形
成されたコンクリート材料流通用孔部４１を介して連結部材４Ａの長さ方向の両側に行き
わたるように構成されている。
　内側コンクリート部形成空部５１に充填されたコンクリート材料が硬化すると、内側コ
ンクリート部３Ａが形成されてボックスカルバート１の側壁１２Ａが構築される。
【００４１】
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　側壁１２Ａが構築された後は、現場にて頂版１３を構築する頂版構築工程を行う。頂版
構築工程では、頂版１３の下枠に埋め込み型枠１３２（図１参照）を採用し、第１プレキ
ャストコンクリートパネル２３、第２プレキャストコンクリートパネル２４の縦筋２５ａ
の上部側、および内側コンクリート部３Ａの縦筋の上部側を頂版１３のコンクリート部分
１３１に埋設する。
【００４２】
　次に、上述した第１実施形態によるカルバートの壁構造およびカルバートの壁構築方法
の作用・効果について図面を用いて説明する。
　上述した第１実施形態によるカルバートの壁構造では、プレキャストコンクリート部材
５Ａの第１プレキャストコンクリートパネル２３と第２プレキャストコンクリートパネル
２４との間には、内側コンクリート部形成空部５１が形成されている。このため、本実施
形態では、ボックスカルバート１の側壁１２Ａを内側コンクリート部形成空部５１のよう
な空部のない中実のプレキャストコンクリート部材５Ａを配列して構築する場合と比べて
、プレキャストコンクリート部材５Ａの重量を軽くすることができる。これにより、本実
施形態では、プレキャストコンクリート部材５Ａを、同じ重量の中実のプレキャストコン
クリート部材５Ａと比べて大型とすることができる。
　その結果、プレキャストコンクリート部材５Ａの数量を少なくすることができ、ボック
スカルバート１を構築する際の労力や工期を削減することができる。
【００４３】
　また、連結部材４Ａは、第１プレキャストコンクリートパネル２３および第２プレキャ
ストコンクリートパネル２４それぞれと交差する向きに配置された鋼板であることにより
、プレキャストコンクリート部材５Ａに作用するせん断力を負担することができる。
　また、連結部材４Ａには、複数のコンクリート材料流通用孔部４１，４１…が形成され
ていることにより、複数のコンクリート材料流通用孔部４１，４１…を介して、内側コン
クリート部形成空部５１に充填された内側コンクリート部３Ａの硬化前のコンクリート材
料が流動できるため、内側コンクリート部形成空部５１に内側コンクリート部３Ａのコン
クリート材料を確実に充填することができる。
【００４４】
　また、第１プレキャストコンクリートパネル２３および第２プレキャストコンクリート
パネル２４には、内側コンクリート部３Ａの鉄筋を支持可能であるとともに、第１プレキ
ャストコンクリートパネル２３および第２プレキャストコンクリートパネル２３それぞれ
と内側コンクリート部３Ａとを一体化させるずれ止め部材６，６…が設けられていること
により、ずれ止め用の部材を利用して内側コンクリート部３Ａの配筋を容易に行うことが
できる。
　また、本実施形態では、プレキャストコンクリート部材５Ａが内側コンクリート部３Ａ
の型枠を兼ねていて、現場において側壁１２Ａを構築するための型枠の組み立てや撤去な
どの作業が不要となるため、側壁１２Ａの構築の労力や工期を削減することができる。
【００４５】
　また、本実施形態では、止水部８が、表面が粗面であるとともに表面に凹凸が形成され
、表面から第１プレキャストコンクリートパネル２３，２３に設けられたジベルボルト８
２の頭部側が突出している止水用凹部８１の内部に設けられている。そして、止水部８は
、止水用凹部８１の内部に配置された耐震止水板８３と、耐震止水板８３と止水用凹部８
１の表面との間に充填された無収縮モルタル８４とを有している。これにより、止水用凹
部８１の表面の凹凸と、ジベルボルト８２に無収縮モルタル８４が定着するため、地震時
等の外力作用時に無収縮モルタル８４が止水用凹部８１から剥離することを防止でき、止
水性を高めることができる。
【００４６】
（第２実施形態）
　次に、第２実施形態について、添付図面に基づいて説明するが、上述の第１実施形態と
同一又は同様な部材、部分には同一の符号を用いて説明を省略し、第１実施形態と異なる
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構成について説明する。
　図１３に示すように、第２実施形態によるカルバートの壁構造では、側壁１２Ｂのプレ
キャストコンクリート部材５Ｂおよび内側コンクリート部３Ｂの構造が第１実施形態によ
る側壁１２Ａのプレキャストコンクリート部材５Ａおよび内側コンクリート部３Ａと異な
っている。
【００４７】
　図１３乃至図１６に示すように、第２実施形態によるカルバートの壁構造では、第１プ
レキャストコンクリートパネル２３および第２プレキャストコンクリートパネル２４に第
１実施形態のようなずれ止め部材６，６…が接合されておらず、内側コンクリート部３Ｂ
の第１鉄筋３４，３４…が接合されている。
　この第１鉄筋３４，３４…は、厚さ方向に延在していて、第１プレキャストコンクリー
トパネル２３および第２プレキャストコンクリートパネル２４の内側コンクリート部形成
空部５１側の面から突出している。第１鉄筋３４，３４…は、長さ方向および高さ方向に
間隔をあけて複数配列されている。
【００４８】
　第１鉄筋３４，３４…は、第１プレキャストコンクリートパネル２３および第２プレキ
ャストコンクリートパネル２４に埋設された機械式継手に接合されることで第１プレキャ
ストコンクリートパネル２３および第２プレキャストコンクリートパネル２４に接合され
ている。
　なお、内側コンクリート部３Ｂには第１鉄筋３４，３４…の他に、長さ方向に延びる横
筋および高さ方向に延びる縦筋が複数配列されている。
【００４９】
　第１鉄筋３４，３４…の先端部は、基端部側と比べて拡径している。第１鉄筋３４，３
４…の先端部は、対向する第１プレキャストコンクリートパネル２３または第２プレキャ
ストコンクリートパネル２４の内側面と離間している。第１プレキャストコンクリートパ
ネル２３に突設された第１鉄筋３４，３４…の先端部は、第２プレキャストコンクリート
パネル２４に突設された第１鉄筋３４，３４…の先端部よりも第２プレキャストコンクリ
ートパネル２４側に配置されている。
【００５０】
　これらの第１鉄筋３４，３４…は、高さ方向および長さ方向に配列されているため、内
側コンクリート部３Ｂの縦筋および横筋３１が配置される位置を示すガイド部となってい
る。また、第１鉄筋３４，３４…は、内側コンクリート部３Ｂの縦筋および横筋３１（図
１４参照）が結束されることで内側コンクリート部３Ｂの縦筋および横筋３１を支持する
ことができる。
【００５１】
　図１４、図１６および図１７に示すように、第２実施形態のプレキャストコンクリート
部材５Ｂは、第１プレキャストコンクリートパネル２３Ａと第２プレキャストコンクリー
トパネル２３Ｂとを連結する連結部材４Ｂが第１実施形態の連結部材４Ａのような鋼板で
はなく、図１４に示すような、４本の帯状の鋼板４２～４５が連結された部材で構成され
ている。
【００５２】
　連結部材４Ｂの４本の鋼板４２～４５は、それぞれ板面が上下方向を向く向きに配置さ
れている。４本の鋼板４２～４５のうちの２つの第１鋼板４２，４３は、それぞれ厚さ方
向に延在し、長さ方向に間隔をあけて配置されている。これらの第１鋼板４２，４３は、
厚さ方向の一方の端部４２ａ，４３ａが第１プレキャストコンクリートパネル２３に接合
され、他方の端部４２ｂ，４３ｂが第２プレキャストコンクリートパネル２４に接合され
ている。
【００５３】
　４本の鋼板４２～４５のうちの他の２つの第２鋼板４４，４５は、それぞれ厚さ方向に
交差する水平方向に延在し、それぞれの延在方向が交差し上下に重なるように配置されて
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いる。これらの第２鋼板４４，４５のうちの一方の第２鋼板４４は、延在方向の一方側の
端部４４Ａが２つの第１鋼板４２，４３のうちの一方の第１鋼板４２の第１プレキャスト
コンクリートパネル２３側の端部４２ａに接合され、他方側の端部４４ｂが他方の第１鋼
板４３の第２プレキャストコンクリートパネル２４側の端部４３ｂに接合されている。２
つの第２鋼板４４，４５のうちの他方の第２鋼板４５は、延在方向の一方側の端部４５ａ
が他方の第１鋼板４３の第１プレキャストコンクリートパネル２３側の端部４３ａに接合
され、他方側の端部４５ｂが一方の第１鋼板４２の第２プレキャストコンクリートパネル
２４側の端部４２ｂに接合されている。
【００５４】
　このような連結部材４Ｂは、１つのプレキャストコンクリート部材５Ｂに対して高さ方
向に間隔をあけて複数配置されている。本実施形態では、図１８に示すように、連結部材
４Ｂは、プレキャストコンクリート部材５Ｂの上部側および下部側それぞれに高さ方向に
間隔をあけて２つずつ配置されている。なお、図１８では、説明のために連結部材４Ｂを
ハッチングで示している。
【００５５】
　第２実施形態では、プレキャストコンクリート部材製作工程において、第１プレキャス
トコンクリートパネル２３および第２プレキャストコンクリートパネル２４に第１鉄筋３
４，３４…を接合する。プレキャストコンクリート部材設置工程では、第１鉄筋３４，３
４…が接合された状態のプレキャストコンクリート部材５Ｂ，５Ｂ…を底版１１の上に配
列する。配筋工程では、内側コンクリート部３Ｂの横筋３１を、第１鉄筋３４，３４…の
直上または直下に配置する。
【００５６】
　第２実施形態によるカルバートの壁構造では、底版１１の上にプレキャストコンクリー
ト部材５Ｂを配列して配列されたプレキャストコンクリート部材５Ｂの内側コンクリート
部形成空部５１にコンクリート材料を充填して内側コンクリート部３Ｂを形成する構成で
あるため、第１実施形態と同様の効果を奏する。
　また、第２実施形態では、連結部材４Ｂが帯状の鋼板４２～４５を組んだ形態であるこ
とにより、第１実施形態と比べて、内側コンクリート部３Ｂの硬化前のコンクリート材料
を内側コンクリート部形成空部５１に容易にかつ確実に充填することができる。
　また、上記の実施形態では、第１レキャストコンクリートパネル２３および第２プレキ
ャストコンクリートパネル２４に内側コンクリート部３Ｂの第１鉄筋３４，３４…が接合
されていて、この第１鉄筋３４，３４…が内側コンクリート部３Ｂの縦筋および横筋３１
の位置を示すとともに、内側コンクリート部３Ｂの縦筋および横筋３１を支持することが
できるため、現場における内側コンクリート部３Ｂの配筋作業を軽減することができる。
【００５７】
　以上、本発明によるカルバートの壁構造およびカルバートの壁構築方法の実施形態につ
いて説明したが、本発明は上記の実施形態に限定されるものではなく、その趣旨を逸脱し
ない範囲で適宜変更可能である。
　例えば、上記の実施形態では、プレキャストコンクリート部材５Ａ，５Ａ…（５Ｂ，５
Ｂ…）が長さ方向に間隔を開けずに配列されているが、図１９に示すように長さ方向に隣
り合うプレキャストコンクリート部材５Ａ，５Ａ（５Ｂ，５Ｂ）が離間していて、隣り合
うプレキャストコンクリート部材５Ａ，５Ａ（５Ｂ，５Ｂ）の間の部分９は、現場打ちコ
ンクリートで形成してもよい。
　このような場合、図２０に示すように、プレキャストコンクリート部材５Ａ（５Ｂ）の
第１プレキャストコンクリートパネル２３および第２プレキャストコンクリートパネル２
４に、隣り合うプレキャストコンクリート部材５Ａ，５Ａ（５Ｂ，５Ｂ）の間の部分９の
コンクリートに埋設される鉄筋８１，８１が予め接合されていて、現場での配筋作業を軽
減させることができる。
【００５８】
　また、上記の第１実施形態では、第１プレキャストコンクリートパネル２３および第２
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けられていなくてもよい。
　また、上記の第２実施形態では、プレキャストコンクリート部材５Ｂに第１鉄筋３４，
３４…が設けられているが、設けられていなくてもよい。また、第１実施形態において、
プレキャストコンクリート部材５Ａに第２実施形態のような第１鉄筋３４が設けられてい
てもよい。
　また、上記の実施形態では、連結部材４Ａ，４Ｂは、が鋼板や複数の帯状の部材を組ん
だ形態で構成されているが、第１プレキャストコンクリートパネル２３と第２プレキャス
トコンクリートパネル２４とを連結していれば上記以外の形態であってもよい。
【００５９】
　また、上記の実施形態では、長さ方向に隣り合うユニット５２，５２の境界部分におい
て長さ方向に隣り合う第１プレキャストコンクリートパネル２３，２３の間に止水部８が
形成されているが、長さ方向に隣り合う第２プレキャストコンクリートパネル２４，２４
の間に必要に応じて止水部８を形成してもよい。また、止水部８の形態は、上記以外の形
態であってもよい。
　例えば、無収縮モルタル８４に代わって繊維コンクリートを充填してもよい。このよう
にすることにより、地震時に止水部８が第１プレキャストコンクリートパネル２３，２３
から剥離することを更に防止することができ、止水性を高めることができる。
【符号の説明】
【００６０】
　１　ボックスカルバート
　２　外板部
　３Ａ，３Ｂ　内側コンクリート部
　４Ａ，４Ｂ　連結部材
　５　プレキャストコンクリート部材
　６　ずれ止め部材
　８　止水部
　１１　底版
　１２Ａ，１２Ｂ　側壁
　１３　頂版
　２１　第１外板部（外板部）
　２２　第２外板部（外板部）
　２３　第１プレキャストコンクリートパネル（プレキャストコンクリートパネル）
　２４　第２プレキャストコンクリートパネル（プレキャストコンクリートパネル）
　３４　第１鉄筋（鉄筋）
　４１　コンクリート材料流通用孔部（孔部）
　５１　内側コンクリート部形成空部
　８１　止水用凹部
　８２　ジベルボルト（ボルト）
　８３　耐震止水板
　８４　無収縮コンクリート
　２３１　切欠き部
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